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１．研究計画の概要 
 本研究課題は、社会的現象としてのベンチ
ャービジネスを捉えるために、①企業家研究
の制度派アプローチ、社会企業家研究、企業
家研究の実践的転回といった先端的研究の
理論的・方法論的検討と、②神戸市元町地域
や大阪市天満界隈での企業家集積、沖縄・北
海道におけるエコツーリズム、大企業におけ
る社内起業家精神および、老舗企業の存続に
おける企業家精神の発露などといった事例
に基づいた経験的検討を行うことを目的と
している。 
 
２．研究の進捗状況 
 ①理論的・方法論的検討については、制度
派アプローチ（『組織科学』『経営と制度』）、
企業家研究のナラティブ・アプローチ（『国
民経済雑誌』）、社会企業家研究（『企業家研
究』に投稿中）に関する論文を作成し発刊し
ている。②経験的検討については、神戸市元
町における華僑企業家の集積（『ベンチャー
ズレビュー』および Industirial Innovation 
in Japan）、大阪市天満界隈での企業家集積
（『組織科学』）、沖縄におけるエコツーリズ
ム（『年報村落社会研究』）については学会誌
に論文が掲載されている。また、大企業／老
舗企業における企業家精神の発露それぞれ
の事例については首都大学東京リサーチペ
ーパーとしてその成果が発表されている。加
えて、2000 年代の欧米の企業家研究におけ
る理論的・方法論的展開に基づいて構成した
理論的枠組みの下で、我が国におけるベンチ
ャー事例の経験的検討を行った研究成果が、
滋賀大学研究叢書として刊行された。 
 各理論的・方法論的検討および経験的検討

については、組織学会、日本経営学会、日本
ベンチャー学会、企業家研究フォーラムなど
主要学会で報告したことに加え、日本村落社
会研究学会では大会シンポジウムの報告者
として、日経企業行動コンファレンスでは報
告者として招待されている。また、神戸元町
における華僑企業家の集積に関する経験的
研究については、2009 年度日本ベンチャー
学会・清成忠男賞を受賞した。 
 
３．現在までの達成度 
 ①理論的展開の検討については、企業家研
究における制度派アプローチ、社会企業家研
究、方法論的展開が専門学術誌に論文が掲載
され、②経験的検討についても神戸市元町地
域や大阪市天満界隈での企業家集積、沖縄・
におけるエコツーリズム、大企業における社
内起業家精神および、老舗企業の存続におけ
る企業家精神の発露についてそれぞれ専門
学術誌に掲載、もしくはリサーチペーパーと
して発刊されている。他方で、企業家研究に
おける実践的転回の理論的検討と、北海道に
おけるエコツーリズムの事例について未完
成であるため、80%の達成度であると判断さ
れる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 企業家研究における実践的転回および、北
海道におけるエコツーリズムの事例に関す
る経験的検討について、過去 3 年間で蓄積し
てきた研究成果をまとめ、論文として刊行す
る予定である。また、研究期間中に、本研究
課題に関連して新たに開拓したリサーチサ
イト（電気自動車の普及を巡る NPO、およ
びベンチャー企業の出現に関する事例）の深
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耕を進め、本年度中にリサーチペーパーとし
て発刊する予定である。 
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